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対流圏へ 下 方伝播する北極振動の 予測可能性 一2003年 1 月の事例解析一

　　　　　　　　 ＊向川 均 （京大 ・防災研）， 廣岡 俊彦 （九大 ・理 ）

は じめ に

　Baldwin　and 　Dunkerton （1999）らは ， 統計 的解析

に よ り ， 冬季 にお ける半球 規模で の 大気の 主 要変

動モ
ー

ドで あ る北極振動 （AO ）が成層圏か ら対流

圏 へ 約 3週間程度の時間ス ケールで 下方伝播 す る

傾向 を持 つ こ とを示 して い る ，しか し，その 下方

伝播の メカニ ズム は明 らか で はな く，また，その

力学的予測可能性 を議論 した研究も少ない ．
’
そ こ

で 本研究で は，気象庁 1ヶ 月ア ンサ ンブル 予報デー

タ を用 いて ，
’03 年 1 月 17 日か ら 21 日に か けて ，

成層圏突然昇温 （SSW ）に 伴っ て発生 した，明瞭な

AO の 下方伝播 シ グナ ル （図 1 上）の 予測可能性 に

つ いて 解析 を行 っ た．

　気象 庁 1ヶ 月ア ンサ ンブル 予報 は，水平分解能

が T106 で ， 鉛直層数 40 層 （モデル 上 端は 0．4hPa）
の 数値予報モ デル を用い て毎週水曜 日と木曜 日に

実施されて い る。本研究で は，13個 全て の 予報 メ

ンバ
ー

（コ ン トロ
ー

ル ラ ン と 12個の摂動 ラ ン）の

予測値を用いて解析を行っ た．実況デー
タとして

気象庁全球客観解析データを用 いた．
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図 1 （上）℃ 3 年 1 月 に観測 さ れた AO 　index（おお よ そ ，
極渦 の 強さ を 表わす）の 時間一高度断面．極渦 の 弱 い 状

態に 相当する，負の AO 　indexの 値 に陰影 を付けた．（下）
1000hPa に お ける AO 　indexの 観測値 （太実線）と

’03 年

1 月 8，9 日 を初期値と する 予測値 （細実線）の 時 間変

動 ．’03 年 1 月 9 日か らの 予報で，AO 　indexの 予測 に

ほぼ成功 した （失敗 した）Run 　A （Run 　B ）を，点線 （破
線）で示す．

墾
　図 1（下）か ら ， AO の 下方伝播が 生ず る 1 月 20

日前後 にお ける AO 　index の 予測値 には，予報メン

バ
ー

問に大き なス プ レ ッ ドが存在する こ とがわか

る．この こ とは ， これ らの 予報メンバ
ー

の全て が

1 月 17 日における成層圏極域温度の 上昇 ，すなわ

ち SSW をうまく再現 して い る （図は省 略）の と対

照的で ある ．また， 1 月 9 日を初期値 とす る予報

の 中で ， AO 変動の予 測に ほぼ成功 した Run　A （点

線）と，失敗 した Run 　B （破 線）と を比較 して 解析

した と こ ろ，AO の下方伝播 に は，対流圏 内で 増

幅する波数 2 成分 に伴 う EP −fiuxの 収束が重要で

ある こ とが示された．こ の ため ， 波数 2 の 増幅を

うま く表現 しな い Run 　B では，　 AO の 下方伝播は

明瞭で はな い．さ らに ，こ の 波数 2 の 増幅 は，ア

ラス カ上空で 発生 した対流圏内で の ブ ロ ッ キン グ

現象 と密接 に関連 して い る こ とが示され る （図 2）．

まとめ

　
’03 年 1 月に発生 した北極振動 の 下 方伝播につ

い て 気象庁 1ヶ 月予報結果を用 い て 解析を行 っ た ．

そ の結果 ， こ の 下方伝播 には対流圏内で の ブロ ッ

キン グ現象 と関連する波数 2 の 増幅が重要 で ある

こ とが示された．また ， PV−inversionな どで 見積

も られ る，成層圏循環の 変動が 対流圏 に及 ぼす直

接的な影響は ， この時期におけ る対流圏循環の変

動の 大き さに比べ て ， ほ とん ど無視 で きる こ とも

示唆 され る．

謝辞： デー
タ を提供 し て 頂 い た ．気象庁数値 予報課 な

ら び に気候情報課 の皆様に深く感謝致し ま す．

pa　2　AO 　indexの 減少傾向が 最大と な る
’03 年 1 月 18−

20 日の 500−hPa等圧面高度場 （3 日平均）。（左）観測値，
（右）Run　B の予測値．　 Run　B で は アラスカ付近 の ブロ ッ

キ ン グが 再 現さ れ て い な い ．高度 が 5300−5500m の 領

域に陰影 を付けた．
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